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は
じ
め
に

　

国
内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
国
民
文
化
祭

が
、い
よ
い
よ
来
年
1
月
12
日（
土
）に
開
幕
し
ま
す
。

　
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
」は
、全
国
で
初
め

て
の
通
年
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
町
村
や
関
係

団
体
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、準
備
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、県
内
は
も
と
よ
り
首
都
圏
を
中

心
と
し
た
広
報
・
誘
客
活
動
や
、「
山
梨
な
ら
で
は

の
お
も
て
な
し
」の
提
供
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
大
勢
の
参
加
者
や
観
覧
者
が
訪
れ
る
、

ま
た
と
な
い
機
会
な
の
で
、こ
の
祭
典
を
通
じ
て
、山

梨
県
の
特
色
あ
る
文
化
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
、

更
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、よ
り
一
層
の
文

化
の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
の
取
り
組
み

　

平
成
25
年
1
月
12
日（
土
）か
ら
11
月
10
日（
日
）ま

で
の
3
0
3
日
間
、県
下
27
市
町
村
を
会
場
に
79
に

及
ぶ
市
町
村
主
催
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。市

町
村
の
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
、「
第
28
回
国
民
文
化

祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3
」の
開
催
に
向
け
て
、実
行

委
員
会
や
事
業
別
企
画
委
員
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

主
催
事
業
の
準
備
や
、プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に

つ
い
て
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、国
民
文
化
祭
は
、認
知
度
の
低
さ
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。既
に
開
催
し
た
県
か
ら
は

国
民
文
化
祭
自
体
を
知
ら
な
い
地
域
住
民
が
多
い
と

い
う
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、山
梨
大
会
も
決
し

て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、国
民
文
化
祭
の
1

年
前
に
開
催
す
る
催
し
な
ど
を
国
民
文
化
祭
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト（
別
表
）に
位
置
づ
け
、市
町
村
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、国
民
文
化
祭
の
リ
ハ
ー
サ
ル
及

び
来
場
者
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
県
開
催
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 
「
カ
ル

チ
ャ
く
ん
」を
開
催
会
場
で
見
か
け
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
具
体
例
の
紹
介

　
　

 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　　

市
主
催
国
民
文
化
祭
５
事
業（
北
杜
24
景
フ
ッ
ト

パ
ス
、囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
、ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
の
祭

典
、金
田
一
春

彦
こ
と
ば
の
学

校
、稲
絵
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）の
知
名

度
ア
ッ
プ
、盛

り
上
げ
の
た

め
、市
実
行
委

員
会
公
認
事
業

（
市
単
独
主
催

事
業
、市
内
小

中
学
校
・
甲
陵

高
校
が
取
り
組
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開
幕
ま
で
１
０
０
日
余
、

県
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ
！

２
０
１
２
年
３
月
号（
V
o
l.

31
）に
お
い
て
、国
民
文
化
祭
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、各
市
町
村
の
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

マスコットキャラクター　カルチャくん

北杜24景フットパス

 

北
杜
市
の
事
例
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う
」、「
お
つ
け
ち
ゃ
ん
」や
Ｖ
Ｆ
甲
府
の
ク
ラ
ブ
マ

ス
コ
ッ
ト「
ヴ
ァ
ン
く
ん
」を
は
じ
め
、「
カ
ル
チ
ャ

く
ん
」な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
６
体
が
登
場
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

町
主
催
の
２
事
業（
神
明
の
花
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、美
術
展「
書
」）に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。８

月
７
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
神
明
の
花
火
大
会
で

は
、サ
ン
リ
オ
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
」も
登
場

し
、
町
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
市

川
三
郷
レ
ン

ジ
ャ
ー
」と
と
も

に「
カ
ル
チ
ャ
く

ん
」が
国
民
文
化

祭
を
Ｐ
Ｒ
し
、大

会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

  

８
月
４
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た「
第
29
回
か
が
り
火

市
民
祭
り
」で
は
、大
月
駅
前
広
場
に
て
、市
内
外
の

団
体
が
阿
波
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。メ
ー
ン

会
場
の
大
月
東
小
グ
ラ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、同

市
の
名
物
お
つ
け
団
子
を
か
た
ど
っ
た「
お
つ
た
ろ
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む
特
色
あ
る
独
自
の
文
化
事
業
）、市
主
催
の
国
民
文

化
祭
応
援
事
業（
市
や
民
間
が
取
り
組
む
文
化
事
業
）

に
も
取
り
組
み
、“
か
お
り
高
い
ほ
く
と
の
文
化
を

全
国
に
発
信
し
よ
う
！
”を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
を
既
に
２
回（
５
月

13
日（
日
）、７
月
14
日（
土
））開
催
し
た（
今
後
５
回

開
催
す
る
予
定
）ほ
か
、５
月
26
日（
土
）第
１
回
名
峰

と
名
水
の
里 

囲
碁
ま
つ
り
、７
月
28
日（
土
）29（
日
）

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ

ス
の
祭
典
in
ほ

く
と
、９
月
１
日

（
土
）第
13
回
金
田

一
春
彦
こ
と
ば
の

学
校
を
開
催
し
、

来
年
の
本
番
へ
む

け
た
課
題
等
を
明

確
に
す
る
な
ど
着

実
に
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
主
催
の
３
事
業（
秀
麗
富
嶽
十
二
景
写
真
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、阿
波
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、人
形
芝

居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）に
つ
い
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
に

併
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日（
日
）大
月
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
６
回A

w
a D

ance F
estival

」で
は
、県
内
外
か
ら

９
グ
ル
ー
プ
約
４
０
０
人
が
出
場
し
、太
鼓
や
笛
の
音

に
合
わ
せ
て
、威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

 

大
月
市
の
事
例

 

市
川
三
郷
町
の
事
例

　7月6日（金）大月市出身の
落語家三遊亭小遊三さんと
埼玉県秩父市出身の林家た
い平さんによる落語対決「大
月VS秩父　福生の乱」が東
京都福生市民会館で開かれま
した。2人の古里の大月、秩
父両市のほぼ真ん中にある福
生市が「中立地帯」としてイベ
ントを企画し、会場では、3市
のご当地グルメや特産品を販
売したほかそれぞれのゆるキャ
ラ6体が一堂に会してPR合戦
を繰り広げました。もちろん「カ
ルチャくん」もPRしてきました。

かがり火祭り

神明の花火

囲碁まつり

  7月6日 落語対決
  「大月 VS 秩父　福生の乱」

　

毎
月
第
2
土
曜
日
の
午
前
中（
概
ね
9
時
か
ら
12

時
の
間
）、中
日
本
エ
ク
シ
ス（
株
）と
の
共
催
に
よ

り
、首
都
圏
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
談
合
坂
で
、県

外
客
に
山
梨
ら
し
い
地
域
性
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
な
が
ら
、国
民
文
化
祭
の
P
R
を

　
　

 

中
央
自
動
車
道
下
り
線 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ

	

談
合
坂
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

2
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５
月
12
日（
土
）放
送
分（
V
o
l.
５
）で
、市
町
村

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
筆
者
が
出
演
し
、Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。以
降
、
V
o
l.
７
甲
府
市
実
行
委
員
会

の
土
屋
さ
ん
、
V
o
l.
８
山
中
湖
村
実
行
委
員
会

の
天
野
さ
ん
、
V
o
l.
９
甲
州
市
実
行
委
員
会
の

辻
さ
ん
、
V
o
l.

10
北
杜
市
実
行
委
員
会
の
清
水

さ
ん
、
V
o
l.

12
笛
吹
市
実
行
委
員
会
の
赤
尾
さ

ん
、
V
o
l.

14
大
月
市
実
行
委
員
会
の
平
井
さ
ん
、

V
o
l.

18
南
ア
ル
プ
ス
市
実
行
委
員
会
の
齋
藤
さ

ん
に
出
演
い
た
だ
き
、市
町
村
主
催
事
業
の
紹
介
、プ

レ
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、あ
な
た
の
ま
ち
の
宣
伝
部
長
が
出
演
す

る
予
定
で
す
。土
曜
の
午
後
を
お
楽
し
み
に
！

　

詳
細
は
、http://w

w
w

.fm
fuji.co.jp/ 

を
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

　

各
種
広
報
印
刷
物
を
配
布
す
る
拠
点
と
し
て
、市

町
村
窓
口
の
ほ
か
、各
地
域
の
施
設（
２
５
０
箇
所
）

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
を
配
置
し
、国
民
文
化

祭
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
県
民
に
提
供
す
る「
地

域
情
報
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。月
に
１
回
発

送
さ
れ
て
く
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
募
集
要
項
等
の
入

れ
替
え
作
業
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
等
の
管
理
を
設
置

施
設
ま
た
は
市
町
村
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
国
民
文
化
祭
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
カ
ル
チ
ャ
く
ん
」が
、県
内
の
小
中
学
校（
こ

（
聴
取
エ
リ
ア
は
、山
梨
県
全
域
・
西
東
京
エ
リ
ア
を

中
心
と
し
た
東
京
都
・
埼
玉
県
南
部
・
静
岡
県
及
び

長
野
県
の
一
部
と
広
域
で
、西
東
京
エ
リ
ア
で
は
在

京
局
と
並
ぶ
認
知
度
を
博
し
て
い
ま
す
。）

れ
か
ら
の
文
化
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
）を
訪
問
し
、

国
民
文
化
祭
の
Ｐ
Ｒ
や
市
町
村
事
業
へ
の
参
加
や
観

覧
を
促
す
事
業（
カ
ル
チ
ャ
く
ん
訪
問
事
業
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
株
）エ
フ
エ
ム
甲
府

（
☎
0
5
5
─
2
2
5
─
1
1
7
1
）で
受
付
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
む
す
び
に

　

テ
ー
マ
に『
文
化
の
風
と
あ
そ
ぶ
～
み
つ
め
る
・

こ
え
る
・
つ
な
げ
る
』と
あ
る
よ
う
に
、国
民
文
化
祭

閉
幕
後
も
、自
分
の
住
む
地
域
を
見
つ
め
直
し
、伝
統

が
次
世
代
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、県
民
総
参
加
で
盛
り
上
が
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。市
町
村
職
員
の
皆

様
に
は
、是
非
と
も
大
会
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。い
か
に
多
く
の
方

に
開
催
地
へ
訪
問
し
て
い
た
だ
く
か
、全
国
か
ら
の

参
加
者
や
観
覧
者
を
ど
の
よ
う
に
も
て
な
す
か
、ま

た
、町
の
自
然
や
歴
史
、文
化
や
伝
統
行
事
、特
産
品

な
ど
を
ど
う
や
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
な
ど
、

山
梨
県
に
２
度
３
度
と
来
た
く
な
る
よ
う
な
満
足
感

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
み
を
、観
光
部
署
と
も
連

携
し
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、市

町
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
：
市
町
村
事
業
担
当
）

　
　

 	

Ｆ
Ｍ
富
士　

土
曜
日
午
後

	

（
サ
タ
デ
ー
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）

	

「
国
文
祭
に
行
こ
う
！
in
山
梨
」

3 〈開催実績〉
5月12日（土） 南アルプス市（下市之瀬獅子舞保存会）

6月  9日（土） 富士川町
（鰍沢ばやし保存会、まほらの郷 鷹座巣小林八幡太鼓）

7月14日（土） 大月市（大月阿波踊り振興協会）

8月11日（土）
西桂町（よさこい三つ峠アーク舞飛女、三つ峠アーク飛女龍）
中央市（甲斐与一太鼓ジュニア部）

9月  8日（土） 甲府市（三味線、金管アンサンブル）

〈今後の予定〉
10月13日（土） 上野原市（郷土芸能（長寿食のPR））　　　
11月10日（土） 富士河口湖町（伝統芸能）

行
っ
て
い
て
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。県
実
行
委
員
会
及
び
市
町
村
実
行

委
員
会
の
協
働
に
よ
り
開
催
し
た
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　

 

地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

4
　
　

 

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

5
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● （別表）国民文化祭のプレイベント一覧 ●

№ 開 催 日 時   間 市 町 村 開　催　場　所 事　　業　　名
【　本　大　会　名　】 主　　　催 問 い 合 わ せ 先 備　　　考

1 H24. 6.24（日） 13:00 ～ 大月市 大月市民会館 第6回 Ａwa Dance Festival 
【 阿波踊りフェスティバル 】

大月阿波踊り振興協会
Ａwa Dance Festival実行委員会

大月阿波踊り振興協会事務局
TEL0554-22-0444 開催済み

2 H24. 7.14（土） 集合
9:00 ～ 9:30 北杜市 集合場所：

オオムラサキセンター
八 ヶ 岳 里 山 ウ ｫ ー ク

【 北 杜 24 景 フ ッ ト パ ス 
北杜市 北杜市教育委員会　　　　
第28回国民文化祭北杜市実行委員会

八ヶ岳歩こう会
TEL0551-32-5888 開催済み

3 H24. 7.18（水） 9:00 ～ 南アルプス市 集合場所：南ア市観光協会
（南ア市在家塚587-1）

櫛 形 山 森 林 ウ ォ ッ チ ン グ
【南アルプス山岳フェスティバル】

南アルプス市観光協会
第28回国民文化祭南アルプス市実行委員会

南アルプス市観光協会
TEL055-284-4204 開催済み

4
   

H24. 7.21(土)
～ 9. 2(日) 9:00 ～ 17:00 都留市 ミュージアム都留 甲  斐  絹  展

【 甲 斐 絹 展 】 都留市 都留市教育委員会 ミュージアム都留
TEL0554-45-8008 開催済み

5 H24. 7.22（日） 16:00 ～ 富士河口湖町 河口湖ステラシアター 富 士 山 河 口 湖 ジ ャ ズ バ ー
【Mt.Fuji河口湖ジャズフェスティバル】

富士山河口湖音楽祭2012実行委員会
山梨県 富士河口湖町 河口湖ステラシアター

河口湖ステラシアター
TEL0555-72-5588 開催済み

6 H24. 7.29(日) 10:45 ～ 17:00 北杜市 高根ふれあい交流ホール ジュニアコーラスの祭典inほくとプレ大会
【 ジュニアコーラスの祭典inほくと 】

北杜市 北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会
山梨県合唱連盟 ほか

第28回国民文化祭北杜市実行委員会
TEL0551-42-1373 開催済み

7 H24. 7.29（日） 10:00 ～ 富士河口湖町 河口湖ステラシアター 山 梨 県 吹 奏 楽 祭
【 吹 奏 楽 の 祭 典 】

山梨県吹奏楽連盟
第28回国民文化祭富士河口湖町実行委員会

山梨県吹奏楽連盟事務局
TEL090-3807-9824 開催済み

8 H24. 7.29（日） 10:20 ～ 15:30 丹波山村 丹波山村交流促進センタ－ 第 24 回 夏 ま つ り 丹 波　
【ふれあい歌謡フェスタ in たばやま】

夏まつり丹波実行委員会 丹波山村
丹波山村商工会・観光協会

丹波山村役場
TEL0428-88-0211 開催済み

9 H24. 8. 4（土） 17:00 ～ 21:00 大月市 国道20号大月駅周辺 第29回かがり火市民祭り
【阿波踊りフェスティバル】 かがり火市民祭り実行委員会 かがり火市民祭り実行委員会

TEL0554-20-1829 開催済み

10 H24. 8.7（火） 19:30 ～ 21:00 市川三郷町 市川大門総合グランド 第24回 ふるさと夏まつり神明の花火大会
【 神明の花火フェスティバル 】

市川三郷町
ふるさと夏まつり実行委員会

市川三郷町ふるさと夏まつり実行委員会
TEL055-272-1101

開催済み

11 H24. 8.19（日） 10:00 ～ 山梨市 道の駅みとみ 第 7 回 笛 吹 川 源 流 ま つ り
【 笛 吹 川 源 流 ま つ り 】 笛吹川源流まつり実行委員会 山梨市役所観光課

TEL0553-22-1111 開催済み

12 H24. 8.19（日） 13:00 ～ 富士吉田市 富士北麓体育館 第23回 山梨県マーチングコンテスト
【マーチングバンド＆バトントワーリングの祭典】 山梨県吹奏楽連盟 山梨県吹奏楽連盟事務局

TEL090-3807-9824 開催済み

13 H24. 8.26（日） 開演10:00 南アルプス市 桃源文化会館
第12回やまなし県民文化祭
合唱フェスティバル2012

【 合 唱 の 祭 典 】
第28回国民文化祭南ア市実行委員会 第28回国民文化祭南ア市実行委員会

TEL055-282-7778 開催済み

14 H24. 9. 1（土） 9:30 ～ 16:00 北杜市 高根ふれあい
交流ホール

第13回 金田一春彦ことばの学校
【 金田一春彦ことばの学校 】

北杜市　北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会
第13回金田一春彦ことばの学校実行委員会

金田一春彦記念図書館
TEL0551-38-1211 開催済み

15 H24. 9. 9（日） 10:00 ～ 12:00 中央市 イオンタウン山梨中央 ハンドクラフト教室
【 ハンドクラフト展 】

中央市　中央市教育委員会
第28回国民文化祭中央市実行委員会

中央市教育委員会生涯教育課
TEL055-274-8522 開催済み

16 H24. 9.26（水）
～ 12.27(木） 10:00 ～ 17:00 忍野村 小池邦夫絵手紙美術館 第 8 回 全国絵手紙公募展

【 絵手紙フェスティバル 】 忍野村教育委員会 小池邦夫絵手紙美術館
TEL0555-84-3222

応募締切
（8月13日(月)）済

17 H24.10. 6（土）
～ 10. 7(日） 集合13:00 南アルプス市 集合場所：芦安山岳館 仙丈ヶ岳・栗沢山トレッキング

【南アルプス山岳フェスティバル】
NPO 芦安ファンクラブ
南アルプス芦安山岳館

芦安山岳館
TEL055-288-2125

栗沢山：初級者向き
仙丈ヶ岳：中級者向き
参加費：19,000円

18 H24.10. 7(日) 9:00 ～ 16:30 甲府市 甲府市総合市民会館
芸術ホール

山 梨 県 川 柳 大 会
【 「 川 柳 の 祭 典 」 】

山梨県文化協会連合会
山梨県川柳協会

山梨県川柳協会 中沢久仁夫方
TEL055-241-3772

事前投句料1,000円、
当日参加料1,000円
(発表誌）

19 H24.10.13(土)
～ 10.14(日） 10:00 ～ 16:00 富士吉田市 リフレふじよしだ 麺と食のフェスティバル

【 食 の 祭 典 】 日本富士山協会 日本富士山協会
TEL0555-22-5175

20 H24.10.20（土） 受付10:00 北杜市 受付場所：
JR清里駅前広場

清 里 高 原 と 開 拓 の 道
【 北 杜 24 景 フ ッ ト パ ス 】

北杜市 北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会

八ヶ岳歩こう会
TEL0551-32-5888

当日受付（事前申込不要）、団
体歩行(5km)先人たちの残し
た文化や遺構を訪ねて回る。
参加費500円

21 H24.10.21（日） 開演10:00 韮崎市 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

第12回 やまなし県民文化祭
邦 楽 部 門 公 演 会

【 邦 楽 の 祭 典 】

山梨県
やまなし県民文化祭実行委員会

県生涯学習文化課芸術文化担当
TEL055-223-1797  

22 H24.10.21(日)
～ 10.28(日）

9:00 ～ 17:00
※初日は正午開館、
最終日は15:30終了

市川三郷町 市川大門町民体育館 第12回 やまなし県民文化祭 書道展
【 美 術 展 「 書 」 】

山梨県
やまなし県民文化祭実行委員会

県生涯学習文化課芸術文化担当
TEL055-223-1797

県民から作品を公募し、入
選作品を展示　入場無料

23 H24.10.27(土) 13:30 ～ 16:30 笛吹市 金
きんおうえん

桜園（ぶどう園）
(笛吹市一宮町塩田1506)

現代詩の祭典プレ大会『山梨の詩祭』
【 現 代 詩 の 祭 典 】

山梨県詩人会
第28回国民文化祭笛吹市実行委員会

笛吹市教育委員会生涯学習課 
国民文化祭事務室
TEL055-262-1311

24 H24.10.28(日) 16:00 ～ 19:00 甲府市 甲府市総合市民会館
芸術ホール

甲府市交響楽団演奏会
【 「 オーケストラの祭典 」 】 甲府市教育委員会 甲府市教育委員会文化振興課

TEL055-223-7324 入場料：500円

25 H24.10.27(土)
～ 10.28(日) 未定 中央市 玉穂総合会館 中央市子どもフォトコンテスト

【 美 術 展 「 写 真 」 】
中央市 中央市教育委員会
第28回国民文化祭中央市実行委員会

中央市教育委員会生涯教育課
TEL055-274-8522

中央市内に在住の小中学生
から作品を募集し、展示する

26 H24. 11.4（日） 未定 富士川町 ますほ文化ホール 和太鼓プレイベント大会
【 和 太 鼓 の 祭 典 】

山梨県太鼓連盟　富士川町　
第28回国民文化祭富士川町実行委員会

富士川町教育委員会生涯学習課
TEL0556-22-5361

山梨県太鼓連盟との
共催

27 H24.11.10（土） 受付12：00 北杜市 集合場所:
三 分 一 湧 水 館

せっかくウォーク ＆ カルチャー
【 北 杜 24 景 フ ッ ト パ ス 】

北杜市 北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会

北杜市教育委員会生涯学習課
TEL0551-42-1373

要 予 約、団 体 歩 行３コース
（4km,7km,10km) 
参加費：大人500円、小学生
200円＋入館料
住所、氏名、連絡先、希望コース
を明記の上、FAX 0551-42-
1124 に申し込む。

28 H24.11.11（日） 受付 各コース
スタート30分前 北杜市 集合場所:

三 分 一 湧 水 館
八ヶ岳 ・ 棒道ウォーク

【 北 杜 24 景 フ ッ ト パ ス 】
北杜市 北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会

北杜市教育委員会生涯学習課
TEL0551-42-1373

要 予 約、自 由 歩 行 ４コ ー ス
6km(10:30スタート) 12km(10:15
スタート) 20km(10:00スタート)
30km(8:00スタート) 
参加費大人1,000円、小学生300円
募集要項の払込票に必要事項を記
入し、郵便局で申し込む。

29 H24.11.23(金） 13:30 ～ (予定) 甲斐市 双葉ふれあい文化館 第12回 やまなし県民文化祭朗読発表会
【 朗 読 フ ェ ス テ ィ バ ル 】

山梨県
やまなし県民文化祭実行委員会

朗読部門専門委員会委員長 永田京子方
TEL055-252-2784

募集期間
7月1日(日) ～ 8月31日(金)
申込先：山梨県企画県
民部生涯学習文化課

30 H24.11.24(土） 13:00 ～ 甲斐市 双葉ふれあい文化館 小学生吹奏楽フェスティバルプレ大会
【小学生吹奏楽フェスティバル】

第28回国民文化祭甲斐市実行委員会
青少年育成甲斐市民会議

第28回国民文化祭甲斐市実行委員会
TEL055-278-1697 11月青少年育成強調月間

31 H24.12. 8(土） 受付9:30 北杜市 集合場所：生涯学習セン
ターこぶちさわ

大 滝 湧 水 と 南 ア ル プ ス
【 北 杜 24 景 フ ッ ト パ ス 】

北杜市 北杜市教育委員会
第28回国民文化祭北杜市実行委員会

八ヶ岳歩こう会
TEL0551-32-5888

当日受付(事前申込不要)、団体歩行
(6km)「道守」の案内で初冬の小渕
沢の佇まいを楽しむ。参加費500円

32 H24.12.16(日） 13:00 ～ 笛吹市 笛吹市境川総合会館 第16回 笛吹市小学生・中学生俳句会
【 文 芸 祭 俳 句 大 会 】

笛吹市　笛吹市教育委員会
笛吹市小学生・中学生俳句会実行委員会

笛吹市教育委員会生涯学習課 俳句会係
TEL055-261-3339

投句募集(小・中学生1人１句)
9月6日(木)まで(当日消印有効)

33 H25.2. 3(日） 13:30 ～ 大月市 大月市民会館 笹子追分人形・相模人形芝居長谷座交流公演
【 人 形 芝 居 フ ェ ス テ ィ バ ル 】 笹子追分人形保存会 大月市教育委員会社会教育課

TEL0554-23-8050 入場料：1,000円

34 H25.2.16(土） 未定 都留市 都の杜うぐいすホール 第11回 山梨県シニアコーラス大会
【 シ ニ ア コ ー ラ ス の 祭 典 】 

山梨県シニアコーラス大会実行委員会
山梨県シニアコーラス連盟

都留市教育委員会学びのまちづくり課
TEL0554-45-8008

35 H25.2.16(土） 未定 山梨市 山梨市民会館 第９回自然と清流・果実の里やまなし短歌大会
【 文 芸 祭 「 短 歌 」 】

山梨市　山梨市教育委員会
第28回国民文化祭山梨市実行委員会

山梨市教育委員会生涯学習課
TEL0553-22-1111

募　集：H24.7.2(月)
～ 10.1(月)

表彰式：H25.2.16(土)
（生涯学習フェスティバル内）

36 H25. 5.11（土） 未定 富士河口湖町 河口湖ステラシアター 山梨ジャズフェスティバル
【Mt.Fuji河口湖ジャズフェスティバル】

富士山河口湖音楽祭2013実行委員会
山梨県 富士河口湖町 河口湖ステラシアター
第28回国民文化祭富士河口湖町実行委員会

河口湖ステラシアター
TEL0555-72-5588 入場料　未定

（時系列） H24.9月10日現在



   講 師　熊 野  英 生　― 第一生命経済研究所首席エコノミスト ―

　

最
初
に
日
本
経
済
の
今
後
の
行

方
と
い
う
ま
と
め
を
お
話
し
し
て
、

海
外
経
済
、そ
れ
か
ら
日
本
経
済
、

最
後
に
日
本
の
課
題
と
い
う
流
れ

で
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、い
つ
も
年
始
は
、

よ
く
分
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。今
年
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。去
年
は
結
局
年
末
か
ら
景
気

が
良
く
な
っ
て
き
た
が
、東
日
本
大

震
災
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
意

味
で
は
い
ろ
い
ろ
な
シ
ョ
ッ
ク
が

起
こ
っ
て
き
て
、経
済
の
情
勢
は
撹

激動する世界経済下での
日本経済の見通し

乱
さ
れ
る
と
い
う
形
で
す
。

　

現
代
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
、財
政
の
悪

化
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な

悪
材
料
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
日
本
の
輸

出
環
境
や
輸
出
数
量
や
円
高
に
結
び
付
い

て
き
て
い
ま
す
。ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
不
安
と
い
う
の
は
今
し

ば
ら
く
は
悪
材
料
と
し
て
輸
出
環
境
、世

界
経
済
の
悪
化
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
界
経
済
は
政
治
の
変
化
と
と
も
に
変

わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
話
は
世
界

経
済
の
話
で
日
本
経
済
の
話
で
な
い
よ
う

に
思
え
る
ん
で
す
が
、世
界
経
済
か
ら
日

本
経
済
へ
の
好
循
環
と
い
う
の
が
始
ま
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、じ
わ
じ
わ
と
プ
ラ

ス
の
影
響
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
に
つ
い
て
は
第
三
次
補
正
予
算
の

経
済
効
果
が
大
き
く
出
て
、東
北
か
ら
全

国
に
波
及
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。こ
れ

は
復
興
需
要
が
す
ご
く
高
ま
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
お
そ
ら
く
年

半
ば
か
ら
年
後
半
だ
と
思
い
ま
す
。景
気

平成24年2月10日に開催した「第27回山梨県市町村自治講演会」の

講演要旨を掲載いたします。
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日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
輸
出
数
量

が
落
ち
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。円
高
、

一
時
は
75
円
台
に
な
る
よ
う
な
円
高
に

な
っ
た
こ
と
が
輸
出
企
業
の
収
益
率
を
下

げ
て
い
ま
す
。な
ぜ
円
高
に
な
る
か
と
い

う
と
、ユ
ー
ロ
や
ド
ル
が
安
い
か
ら
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
問
題
が
安
定
化
し
て
、ア
メ
リ

カ
の
金
融
機
関
が
損
失
を
受
け
な
い
形
に

な
っ
て
、ア
メ
リ
カ
経
済
が
回
復
し
て
い

く
と
ド
ル
が
買
わ
れ
て
い
く
。そ
う
い
う

意
味
で
年
内
は
景
気
情
勢
に
つ
い
て
は
年

央
か
ら
年
後
半
に
か
け
て
良
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、円
高
傾
向
は
為

替
レ
ー
ト
で
言
え
ば
せ
い
ぜ
い
1
ド
ル
が

80
円
ぐ
ら
い
ま
で
に
し
か
戻
ら
な
い
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
人
口
減
少
社
会
で
す
。人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
経
済
景
気
拡
大
、特
に

内
需
拡
大
と
い
う
の
は
非
常
に
制
約
が
あ

り
ま
す
。日
本
経
済
は
そ
う
い
う
意
味
で

は
一
人
当
た
り
の
賃
金
が
増
え
な
い
限
り

人
口
減
少
の
ト
レ
ン
ド
の
中
で
内
需
が
縮

小
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。こ
れ
を
打
ち

破
る
方
法
と
し
て
輸
出
を
盛
ん
に
し
な
が

ら
日
本
を
立
て
直
そ
う
と
い
う
、そ
う
い

う
考
え
方
が
出
て
き
ま
す
。こ
れ
は
地
方

経
済
も
全
く
そ
う
で
す
。地
方
経
済
の
人

口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
も
う
域

外
か
ら
購
買
力
を
取
っ
て
く
る
以
外
に
な

い
ん
で
す
ね
。そ
う
い
う
意
味
で
は
地
域

間
の
経
済
の
連
携
を
強
め
る
。こ
れ
が
人

口
減
少
化
の
対
応
策
な
ん
で
す
。つ
ま
り

輸
出
が
増
え
る
、輸
出
を
や
っ
て
い
る
企

業
の
収
益
が
増
え
る
。こ
れ
が
日
本
経
済

が
成
長
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
シ
ナ
リ

オ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
収
益
も
先
行
き

何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
賃
金
に
還

元
し
な
い
で
預
金
と
し
て
持
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
企
業
も
金
余
り
に

な
っ
て
、企
業
の
購
買
力
が
雇
用
へ
結
び

付
い
て
こ
な
い
。こ
れ
が
日
本
経
済
の
一

つ
の
障
害
だ
と
思
い
ま
す
。

全
体
で
は
海
外
経
済
の
影
響
が
非
常
に
強

い
と
思
わ
れ
ま
す
け
ど
も
、国
内
に
つ
い

て
は
年
前
半
の
第
三
次
補
正
予
算
の
需
要

と
い
う
の
が
い
よ
い
よ
回
り
始
め
る
。改

善
し
て
く
る
よ
う
な
形
に
切
り
返
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
見
て
い

ま
す
。

♢♢
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ン
ス
と
い
う
の
は
日
本
に
と
っ
て
は
非
常

に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
お
そ
ら
く
5
年
先
に

は
も
っ
と
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
農
業
に
つ
い
て
も
日
本
の

輸
出
産
業
に
つ
い
て
も
生
か
さ
な
い
手
は

な
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
こ
れ
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。や
り
方
を
模
索

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。私
は

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
っ

と
ア
イ
デ
ア
を
使
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。こ
れ
日
本
人
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。お
そ
ら
く
日
本
の
経
営
者
が
考
え

な
い
こ
と
を
中
国
人
は
考
え
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
国
人
の
ア

イ
デ
ア
を
う
ま
く
生
か
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
日
本
経
済
の
活
路
で
は
な
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。私
は
日
本
経
済
の
一
番

の
問
題
は
こ
こ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
の
技
術
と
は
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
よ
っ
て
取
り
こ
ぼ
し
が
い
く
つ
か
あ

　

も
う
一
つ
日
本
全
体
で
見
る
と
、国
内

の
設
備
投
資
を
増
や
す
方
法
が
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
海
外
企
業
が
日
本
に
進
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
購
買
力
を
、投
資
と
い

う
購
買
力
を
誘
発
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。
T
P
P
は
そ
う
い
う
意
味

で
は
輸
出
を
振
興
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く

て
、国
外
へ
の
投
資
も
誘
発
す
る
効
果
が

期
待
で
き
る
ん
で
は
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　　

私
の
立
場
と
し
て
は
T
P
P
に
は
参
加

し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。な
ぜ
か

と
い
う
と
、輸
出
に
関
し
て
日
本
が
非
常

に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
か
ら
で
す
。

T
P
P
は
日
本
が
成
長
力
を
取
り
込
む
た

め
に
非
常
に
プ
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
立
場
に
よ
っ
て
違
う
ん
だ
と
思

う
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
農
業
に

つ
い
て
は
大
体
8
兆
円
の
生
産
規
模
が

あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、輸
出
し
て
い
る
の

は
わ
ず
か
3
パ
ー
セ
ン
ト
な
ん
で
す
。そ

う
い
う
意
味
で
は
T
P
P
の
問
題
、こ
れ

T
P
P
だ
け
で
は
な
く
て
貿
易
連
携
も
そ

う
で
す
し
、経
済
活
性
化
策
も
そ
う
な
ん

で
す
け
ど
も
、今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な

い
分
野
に
対
し
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
や
っ

て
い
く
。

　

私
は
日
本
の
農
産
物
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
は

非
常
に
高
い
と
思
い
ま
す
。あ
る
コ
ン
ビ

ニ
の
社
長
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、日
持
ち
す
る
お
い
し
い
コ
ン
ビ
ニ
の

お
に
ぎ
り
と
い
う
の
は
日
本
産
の
米
で
は

な
い
と
い
け
な
い
。日
本
の
米
は
安
全
だ

か
ら
と
、来
日
し
た
中
国
人
観
光
客
が
日

本
産
の
米
を
持
ち
帰
る
。そ
う
い
う
意
味

で
日
本
の
米
と
い
う
の
は
も
っ
と
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。多
種
多
様
な
取
り
組
み
を

T
P
P
に
賛
成
、反
対
に
関
わ
ら
ず
や
っ

て
い
く
べ
き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
は
経
済
活
性
化
に
関
し
て

農
業
も
、輸
入
品
と
競
合
す
る
分
野
で
も

や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　

震
災
後
の
経
済
対
策
で
、一
番
の
課
題

は
復
興
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。予
算
と
し

て
計
上
さ
れ
た
お
金
を
回
す
工
夫
と
い
う

の
が
も
っ
と
も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る

の
か
。

　

一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
や
っ
ぱ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
と
い

う
の
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、中
国
で
す
。中
国
に
つ
い

て
は
2
0
1
0
年
に
経
済
規
模
が
日
本
と

逆
転
し
ま
し
た
。さ
ら
に
5
年
た
つ
と
中

国
の
経
済
規
模
は
今
大
体
5
0
0
兆
円
な

ん
で
す
が
1
千
兆
円
に
な
り
ま
す
。中
国

は
1
千
兆
円
に
2
0
1
6
年
に
な
る
チ
ャ
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熊
く ま

野
の

 英
ひ で

生
お

第一生命経済研究所首席エコノミスト

る
の
か
も
し
れ
な
い
、そ
う
い
う
取
り
こ

ぼ
し
が
な
い
よ
う
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
こ

そ
活
性
化
の
道
で
あ
る
。

　略　歴

　プロフィール

　主な著書

1990 年横浜国立大学経済学部卒。
同年日本銀行入行。調査統計局、情報サービス局を経て、2000 年第一生命経済研究所入社。
2003 年参議院予算委員会調査室客員調査員、経済産業省「企業の社会的責任と新しい金融の流
れの研究会」メンバー、2004 年日本証券業協会「個人投資家について考える研究会」、2008
年より日本ＦＰ協会評議委員を兼任。

経済新聞などで不良債権処理問題から為替、財政再建、身の回りの暮らしに深くかかわる経済問
題まで幅広く分析、政府や日銀が取るべき政策についてコメントしている。
専門は、金融政策、財政政策、金融市場、経済統計。

「籠城より野戦で挑む経済改革」（東洋経済新報社）、「どうすればリスクに強くなれるか」（近代セー
ルス社）、「バブルは別の顔をしてやってくる」（日経プレミアシリーズ）など。

　

今
、日
本
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
い

う
の
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。だ
か

ら
今
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で

す
。

　

消
費
税
を
上
げ
る
た
め
に
は
景
気
が
良

く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。景
気
を
良
く

す
る
た
め
に
は
海
外
か
ら
の
需
要
を
国
内

の
設
備
投
資
や
雇
用
に
結
び
付
け
る
よ

う
な
、そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
。財
政
を
良
く
す
る
た
め
に
景
気

を
良
く
す
る
。景
気
を
良
く
す
る
た
め
に

輸
出
を
増
や
す
。輸
出
を
増
や
す
た
め
に

規
制
緩
和
を
や
っ
た
り
、
T
P
P
を
や
っ

た
り
す
る
。そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に

複
雑
な
経
路
を
通
り
な
が
ら
成
長
し
な
い

と
い
け
な
い
。日
本
経
済
は
そ
の
複
雑
な

経
路
で
景
気
回
復
を
遂
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
、こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
で
失
わ
れ
た

10
年
、20
年
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

が
今
日
本
経
済
が
立
た
さ
れ
て
い
る
立

場
、状
態
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
描
き
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
。そ
う
い
う
状
況
に

今
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

♢
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Q&A
自　　治

お答えします！

Question&Answer

１ 

地
域
主
権
改
革
の

定
義
と
取
り
組
み

　
「
地
域
主
権
改
革
」と
は
、「
日
本
国

憲
法
の
理
念
の
下
に
、住
民
に
身
近
な
行

政
は
、地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か
つ
総

合
的
に
広
く
担
う
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
」

と
さ
れ
て
い
ま
す（「
地
域
主
権
戦
略
大

綱
」平
成
22
年
6
月
22
日
閣
議
決
定
）。

　

主
な
取
り
組
み
は
、地
域
主
権
戦
略

会
議（
注
1
）の
開
催
、国
と
地
方
の
協
議

の
場
の
法
制
化
、義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
、基
礎
自

治
体
へ
の
権
限
移
譲
、国
の
出
先
機
関
の

原
則
廃
止（
抜
本
的
な
改
革
）、補
助
金

等
の一
括
交
付
金
化
な
ど
で
す
。

２ 
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
の

取
り
組
み（
第
一
期
分
権
改

革
と
第
二
期
分
権
改
革
）

　

平
成
7
年
7
月
に
発
足
し
た
地
方
分

権
推
進
委
員
会
に
よ
る
勧
告
、政
府
の
地

方
分
権
推
進
計
画
を
経
て
、地
方
分
権

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
11
年
法
律

第
87
号
。以
下「
地
方
分
権
一
括
法
」と
い

い
ま
す
。）に
よ
っ
て
実
現
し
た
改
革（
平

成
12
年
4
月
1
日
施
行
）の
こ
と
を
一
般

的
に
第
一
期
分
権
改
革
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
第
一
期
分
権
改
革
で
は
、国
と
地
方

公
共
団
体
と
の
関
係
を
上
下
・
主
従
の

関
係
か
ら
対
等
・
協
力
の
新
し
い
関
係
に

転
換
さ
せ
る
た
め
、機
関
委
任
事
務
制
度

が
廃
止
さ
れ
、地
方
公
共
団
体
が
処
理

す
る
事
務
が
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事

A
地
域
主
権
改
革
と
は
何
で
す
か

Q

務
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
地
方
分
権
改
革
推
進
法（
平

成
18
年
法
律
１
１
１
号
。）に
基
づ
き
、平

成
19
年
4
月
に
発
足
し
た
地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
に
よ
る
勧
告（
注
2
）、

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
を
経

て
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係

法
律
の
整

備
に
関
す

る
法
律
」

（

平

成

23
年
法
律

第
37
号
。

以
下「
第

1
次
一
括

法
」
と
い

い
ま
す
。）

に
よ
る
改

革
と
、
地

方
分
権
改

革
推
進
委

員
会
の
勧

告
、
政
府

の
地
域
主

権
戦
略
大

綱
を
経
て
、

「
地
域
の

自

主

性

及
び
自
立

性
を
高
め

る
た
め
の

改
革
の
推

進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
23
年
法
律
第
１
０
５
号
。以

下「
第
2
次
一
括
法
」と
い
い
ま
す
。）に
よ

る
改
革
を
一
般
的
に
第
二
期
分
権
改
革
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、一
般
的
に
は
、こ
の
第
二
期
分
権

改
革
を
指
し
て「
地
域
主
権
改
革
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
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地
方
分
権
改
革
推
進
計

画（
平
成
21
年
12
月
15
日 

閣
議
決
定
）を
踏
ま
え
て
、関
係
法
律
の

整
備（
42
法

律
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要

は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、こ

の
法
律
は
、

平
成
24
年

4
月
1
日

に
全
面
的

に
施
行
さ

れ
ま
し
た

が
、一
部
を

除
き
平
成

25
年
4
月

1
日
ま
で

の
経
過
措

置
が
設
け

ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ

て
、各
市
町

村
に
お
い
て

は
、平
成
24

年
度
中
に

条
例
の
制

定
・
改
正
作
業
な
ど
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
主
権
戦
略
大
綱

(

平
成
22
年
6
月
22
日 

閣

議
決
定)

を
踏
ま
え
、関
係
法
律
の
整
備

(

１
８
８
法
律)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の

概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、こ
の
法

律
は
、平
成
24
年

4
月
1
日
に
全
面

的
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、一
部
を
除

き
平
成
25
年
4

月
1
日
ま
で
の
経

過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。従
っ

て
、
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
見
直
し

に
関
し
て
は
、
第

1
次
一
括
法
と
同

様
に
、各
市
町
村

に
お
い
て
は
、平
成

24
年
度
中
に
条
例

の
制
定
・
改
正
作

業
な
ど
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、第
2
次
一

括
法
で
は
、都
道

府
県
か
ら
市
町
村

へ
の
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
、山
梨
県
で
は

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
39
項
目
の
事

務
が
移
譲
さ
れ
、平
成
25
年
4
月
1
日
か

ら
5
項
目
の
事
務
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

A

A

第
１
次
一
括
法
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か

第
２
次
一
括
法
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か

Q

Q
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「
従
う
べ
き
基
準
」、「
標

準
」、「
参
酌
す
べ
き
基
準
」

は
、地
方
分
権
改
革
推
進
計
画（
平
成
21

年
12
月
15
日 

閣
議
決
定
）に
よ
る
と
、次

の
と
お
り
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
従
う
べ
き
基
準

　

条
例
の
内
容
を
直

接
的
に
拘
束
す
る
、

必
ず
適
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
準
で

あ
り
、当
該
基
準
に

従
う
範
囲
内
で
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
内

容
を
定
め
る
条
例
は

許
容
さ
れ
る
も
の
の
、

異
な
る
内
容
を
定
め

る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
も
の
。

② 

標
準

　

法
令
の「
標
準
」

を
通
常
よ
る
べ
き
基

準
と
し
つ
つ
、合
理
的

な
理
由
が
あ
る
範
囲

内
で
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た「
標
準
」と

異
な
る
内
容
を
定
め

る
こ
と
が
許
容
さ
れ

る
も
の
。

③ 

参
酌
す
べ
き
基
準

　

地
方
自
治
体
が
十
分
参
酌
し
た
結
果

と
し
て
で
あ
れ
ば
、地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、異
な
る
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
許
容

さ
れ
る
も
の
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
法

（
平
成
18
年
法
律
第
１
１
１

号
。）第
５
条
で
は
、「
行
政
の
各
分
野
に

お
い
て
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
適
切

に
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、

…
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
事
務
の
処

理
又
は
そ
の
方
法
の
義
務
付
け
…
の
整

理
及
び
合
理
化
そ
の
他
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
」こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
の「
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
事
務
の
処
理
又

は
そ
の
方
法
の
義
務
付
け
」
を
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧
告
で
は「
義

務
付
け
・
枠
付
け
」と
呼
ん
で
お
り
、そ

の
見
直
し
こ
そ
が
立
法
権
の
分
権
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
義
務
付
け
」と
は
、一
定
の
課
題
に
対

処
す
べ
く
、地
方
自
治
体
に
一
定
種
類
の

活
動
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
い
い
、一
定

種
類
の
活
動
に
係
る
計
画
策
定
の
義
務

付
け
も
含
む
と
さ
れ
、「
枠
付
け
」と
は
、

地
方
自
治
体
の
活
動
に
つ
い
て
手
続
、判

断
基
準
等
の
枠
付
け
を
行
う
こ
と
を
い

う
と
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
20
年
12
月

８
日
、地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第

２
次
勧
告
）。も
っ
と
も
、「
義
務
付
け
」、

「
枠
付
け
」は
連
続
的
な
概
念
で
あ
る

こ
と
か
ら
、こ
れ
を
分
け
て
用
い
る
こ
と

は
せ
ず
、こ
の
勧
告
で
は
、「
義
務
付
け
・

枠
付
け
」を
一
体
と
し
て
見
直
し
の
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、第
１
次
一
括
法
と
第
２
次
一
括
法

で
は
、義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と

条
例
制
定
権
の
拡
大
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

「
施
設
・
公
物
設
置
管
理
の
基
準
の
見

直
し
」、「
協
議
、同
意
、許
可
・
認
可
・

承
認
の
見
直
し
」、「
計
画
等
の
策
定
及

び
そ
の
手
続
の
見
直
し
」の
３
項
目
に
分

け
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
施
設
・
公
物
設
置
管
理

の
基
準
の
見
直
し
」に
お
い
て
、施
設･

公

物
設
置
管
理
の
基
準
を
条
例
に
委
任
す

る
場
合
に
お
け
る
条
例
制
定
に
関
す
る

国
の
基
準
は
、地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
の
第
３
次
勧
告
に
沿
っ
て「
従
う
べ

き
基
準
」、「
標
準
」、「
参
酌
す
べ
き
基

準
」の
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

A

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
は
何
で
す
か

参
酌
す
べ
き
基
準
と
は
何
で
す
か

Q

Q
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（厚労省令平成18年第34号） 基準

第93条　指定認知症対応型共同生活介護事業所は、共同生活住居を有するものとし、その数は
一又は二とする。 標準

2　共同生活住居は、その入居定員(当該共同生活住居において同時に指定認知症対応型共同生
活介護の提供を受けることができる利用者の数の上限をいう。第104条において同じ。)を5人
以上9人以下とし、居室、居間、食堂、台所、浴室、消火設備その他の非常災害に際して必要な設
備その他利用者が日常生活を営む上で必要な設備を設けるものとする。

居室に係る部分
　：従うべき基準
その他の部分
　：標準

3　一の居室の定員は、1人とする。ただし、利用者の処遇上必要と認められる場合は、2人とす
ることができるものとする。 参酌すべき基準

4　一の居室の床面積は、7.43平方メートル以上としなければならない。 従うべき基準

5　居間及び食堂は、同一の場所とすることができる。 参酌すべき基準

6　指定認知症対応型共同生活介護事業所は、利用者の家族との交流の機会の確保や地域住民と
の交流を図る観点から、住宅地又は住宅地と同程度に利用者の家族や地域住民との交流の機会
が確保される地域にあるようにしなければならない。

参酌すべき基準

7　指定認知症対応型共同生活介護事業者が指定介護予防認知症対応型共同生活介護事業者の
指定を併せて受け、かつ、指定認知症対応型共同生活介護の事業と指定介護予防認知症対応型
共同生活介護の事業とが同一の事業所において一体的に運営されている場合については、指定
地域密着型介護予防サービス基準第73条第1項から第6項までに規定する設備に関する基準
を満たすことをもって、前各項に規定する基準を満たしているものとみなすことができる。

参酌すべき基準

　なお、全国では既に、「参酌すべき基準」について、地域の実情に応じた独自の基準を設けている自治体があります。

　上記の具体例としては、次のような基準があります。

Question&Answer
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内
閣
府
地
域
主
権
戦
略
室
に
お
い
て「
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
に
関
す
る
地
方
独
自
の
基
準
事
例
」が
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。な
お
、こ
の
内
容
は
、内
閣
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.cao.go.jp/chiiki-shuken/index.htm

l

）

　

○
公
営
住
宅
の
入
居
基
準

　

○
公
営
住
宅
の
整
備
基
準

　

○
道
路
構
造

　

○
道
路
標
識

　

○
水
道
技
術
管
理
者
等
の
職
員
資
格

A
独
自
の
基
準
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

Q
○公営住宅の入居基準

○公営住宅の整備基準

○道路構造
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Question&Answer

　

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
更

な
る
見
直
し(

平
成
23
年
11

月
29
日 

閣
議
決
定)

を
踏
ま
え
、「
地

域
の
自
主
性

及
び
自
立
性

を
高
め
る
た

め
の
改
革
の

推
進
を
図
る

た
め
の
関
係

法
律
の
整
備

に
関
す
る
法

律
案
」（
以

下「
第
３
次
一

括
法
案
」
と

い
い
ま
す
。）

が
平
成
24
年

３
月
９
日
、

第
１
８
０
回

通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要

は
次
の
と
お

り
で
す
が
、第

３
次
一
括
法

案
が
可
決
成

立
す
れ
ば
、

第
１
次
一
括

法
・
第
２
次

一
括
法
と
同
様
に
、各
市
町
村
に
お
い
て

は
、条
例
の
制
定
・
改
正
作
業
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

A

今
後
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

Q

（注1）　「地域主権戦略会議」は、地域のことは地域に住む住民が決める「地域主権」を早期に確立する観点から、「地域主権」に資する改革に関する施策を検討し、実施すると
ともに、地方分権改革推進委員会の勧告を踏まえた施策を実施するため、平成21年11月17日の閣議決定により内閣府に設置されました。

（注2）	第二期分権改革における地方分権改革推進委員会の勧告は、次の4回にわたり行われました。
第1次勧告（平成20年5月28日）
　重点行政分野の抜本的見直し、基礎自治体への権限移譲と自由度の拡大
第2次勧告（平成20年12月8日）
　義務付け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大、国の出先機関の見直しと地方の役割の拡大
第3次勧告（平成21年10月7日）
　義務付け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大、地方自治関係法制の見直し、国と地方の協議の場の法制化
第4次勧告（平成21年11月9日）
　地方税財政の見直し

○水道技術管理者等の職員資格○道路標識


